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世
界
の
死
亡
原
因
の
４
分
の
１
が
感
染
症
と

い
う
現
実
―
。
中
で
も
、
三
大
感
染
症
に
よ
り

命
を
落
と
す
人
は
年
間
約
３
２
５
万
人
に
も
及

ぶ
。し
か
し
、比
較
的
容
易
に〝
予
防
〞や〝
治
療
〞

が
で
き
る
と
い
わ
れ
る
の
も
感
染
症
だ
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
そ
の
数
が
思
う
よ
う
に
減

ら
な
い
の
か
。

　
あ
な
た
は
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
ま
ず
ど

ん
な
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
か
。
症
状
が
軽
け
れ

ば
薬
局
に
行
き
、
薬
を
飲
ん
で
様
子
を
見
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
治
ら
な
か
っ
た
ら
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
診
て
も
ら
う
。
本
格
的

な
検
査
が
必
要
な
場
合
は
、
総
合
病
院
な
ど
を

紹
介
さ
れ
る
…
、
と
い
う
の
が
通
常
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
途
上
国
で
は
、
そ
う
事
は
ス
ム
ー
ズ

に
運
ば
な
い
。
自
宅
か
ら
一
番
近
い
診
療
所
で

も
、
片
道
何
時
間
も
か
け
て
歩
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
。
や
っ
と
の
思
い
で
た
ど
り
着

い
て
も
、
医
師
も
看
護
師
も
い
な
い
、
治
療
に

必
要
な
機
材
も
薬
も
な
い
…
。「
日
本
は
戦
後
、

高
度
経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
国
民

の
〝
命
〞
と
〝
健
康
〞
を
守
る
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
１

時
間
圏
内
で
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、〝
無
医
村
〞
と
呼
ば
れ
る
地

域
は
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
」と
、

独
立
行
政
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

の
仲
佐
保
医
師
は
話
す
。
日
本
で
の
〝
常
識
〞

が
通
じ
る
国
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
の
だ
。 

■

07                         August 2013

　
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
適
切
な
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
、
支
払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
。
そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
、

感
染
症
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
か
ら
人
々
の
命
を
救
え
る
は
ず
。
国
際
社
会

は
そ
れ
を
達
成
す
べ
く
、「
感
染
症
、
そ
の
他
の

疾
病
の
蔓
延
の
防
止
」
を
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
、
見
え

な
い
脅
威
と
の
闘
い
を
続
け
て
い
る
。

　
日
本
で
は
61
年
に
国
民
皆
保
険
制
度
が
確
立

し
、 〝
す
べ
て
の
国
民
に
届
く
〞
保
健
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
他
の
先
進
国
に
先
立
っ
て
推
進
し
て

き
た
。
ま
た
、
２
０
０
０
年
の
「
主
要
８
カ
国

首
脳
会
議
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）」
で
「
世
界
エ

イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金（
世
界
基
金
）

※
」
の
設
立
を
提
言
す
る
な
ど
、
日
本
は
途
上

国
で
の
保
健
医
療
分
野
の
取
り
組
み
を
リ
ー
ド

す
る
存
在
だ
。 

■

病
気
に
な
っ
た
ら

ま
ず
ど
う
す
る
！？

感
染
症
と
の
闘
い
と

国
際
社
会
の
挑
戦
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医
学
が
進
歩
し
た
今
日
で
も
、依
然
と
し
て
、

世
界
各
地
で
猛
威
を
振
る
う
感
染
症
の
正
体
。

そ
れ
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
、
寄
生
虫
な
ど
の

病
原
体
が
体
内
に
進
入
し
、
増
殖
し
て
生
じ
る

病
。
患
者
の
多
く
が
途
上
国
で
暮
ら
す
人
々
と

さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も

他
人
事
で
は
な
い
。

　
そ
の
代
表
例
が
結
核
だ
。
日
本
に
も
、
結
核

が
〝
国
民
病
〞
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
時
代
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
特
に

戦
後
の
混
乱
の
中
で
は
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

が
十
分
に
行
き
渡
ら
ず
、
医
師
や
看
護
師
、
治

療
薬
も
十
分
で
な
い
状
態
に
。
し
か
し
、
１
９

５
１
年
に
「
結
核
予
防
法
」
が
制
定
さ
れ
、
国

を
挙
げ
て
そ
の
対
策
に
着
手
し
た
結
果
、
感
染

者
の
数
が
激
減
し
た
。
し
か
し
い
ま
だ
そ
の
数

は
〝
ゼ
ロ
〞
で
は
な
い
。
さ
ら
に
現
代
で
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
新
た
な
脅
威
も

迫
っ
て
い
る
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
。
日

本
で
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
な

じ
み
が
薄
い
病
気
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
「
三
大
感
染
症
」
に
代
表
さ
れ
る
感
染
症

は
、
開
発
途
上
国
の
人
々
に
と
っ
て
は
日
常
の

脅
威
―
。
今
こ
う
し
て
い
る
間
も
、
生
死
の
境

を
さ
ま
よ
い
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。

　
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
高
熱
で
苦
し
む
子
ど
も
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
母
子
、
う
す
暗

い
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
う
ず
く
ま
る
患
者
…
。
途

上
国
の
〝
象
徴
〞
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
日
本

に
い
な
が
ら
も
そ
ん
な
写
真
や
映
像
を
よ
く
目

に
す
る
。
普
段
の
生
活
か
ら
は
〝
非
日
常
〞
と

も
見
え
る
姿
を
見
て
、
心
を
痛
め
て
い
る
人
も

少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

救
わ
れ
る
べ
き
命
が

奪
わ
れ
る
現
実
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医療施設が整備されてい
ない地域では、適切なタイ
ミングで治療を受けられな
い人も多い

古くから多くの人の命を脅かしてきた感染症。
実は、適切なタイミングで対応できれば、予防や治療が可能なものも多い。

今、この瞬間も、その病に苦しんでいる人々のために―。
国境を超えて広がる感染症に、国際社会が一丸となって立ち向かう。

守られるべき命

うとするものです。
　日本では戦前から雇用者と被雇用者、そして
国民が負担を分け合い、病気になった時の経済
的負担に備えるための公的な健康保険制度づく
りが進められてきました。1961年にはすべての
国民がカバーされるようになり、日本は世界に
誇れる健康社会をつくり上げてきたのです。経
済事情も異なる途上国に日本の制度をそのまま
適用することは不可能ですが、こうした経験を
共有していくことは重要です。
　2015年にミレニアム開発目標（MDGs）の達
成期限を控え、国際保健業界は岐路に立たされ
ています。UHCの実現とそれを持続させること
は、国際社会にとって新たな挑戦です。日本が
この動きをリードし、“誰でも、どこでも、いつで
も”の保健医療サービスの普及に貢献していき
たいと考えています。

本人の平均寿命が80歳を超えて久しい
ですが、開発途上国ではいまだ年間約

690万人が5歳の誕生日を迎えることができま
せん。その原因の上位を占めているのが感染
症。国を支える人材が若くして失われていくこと
は、その国の発展にも大きく影響します。
　国際社会は長年にわたり、途上国の保健医
療サービスの充実を支援してきましたが、まだ十
分とは言えません。そこでこの数年、新たなキー
ワードとして重視されているのが「ユニバーサ
ル・ヘルス・カバレッジ（UHC）」。すべての人々
が、可能な範囲の負担で、必要とする保健医療
サービスをいつでも受けられるよう、途上国の
保健財政の持続性も含めて体制の改善を図ろ

日

“誰でも、どこでも、いつでも”の保健医療サービス
「ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ」の実現を目指して

JICA 客員専門員
石井 羊次郎

三大感染症で命を落とす人
（HIV／エイズ、結核、マラリア）

特 集　感染症

栄養失調とはしかで入院する母子。抵抗力
が落ちている時は感染症にもかかりやすい。
蚊帳はマラリアを予防する必須アイテムだ
（撮影：渋谷敦志）

■ 1人当たりの医療費（2011年）

　
最
終
的
な
目
標
は
、
そ
の
国
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出

し
、
現
地
の
人
た
ち
が
自
身
の
力
で
支
え
て
い

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
の

保
健
省
や
自
治
体
、
国
連
、
援
助
機
関
、
民
間

企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
病
院

の
建
設
や
資
機
材
の
供
与
か
ら
、
予
防
や
治
療

を
効
果
的
に
進
め
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
人
材

育
成
ま
で
、地
道
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

　「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
。
現
場

に
い
る
私
た
ち
の
願
い
は
そ
れ
だ
け
で
す
」
と

仲
佐
医
師
。
守
ら
れ
る
べ
き
命
の
た
め
に
―
。

そ
の
思
い
が
力
と
な
り
、
感
染
症
に
打
ち
勝
つ

た
め
の
道
筋
が
今
、
少
し
ず
つ
切
り
開
か
れ
つ

つ
あ
る
。

感染症の診断には血液や便
などの検査が必要となる

年間約325万人

特集 感染症
守られるべき命

編集協力：独立行政法人国立国際医療研究センター 国際医療協力局　仲佐保・国際派遣センター長

出典：世界保健機関（WHO）ホームページ

撮影（左5枚）：久野武志

※各国政府や民間財団、企業などから大規模な資金を調達し、開発途上国でのＨＩＶ／エイズ、結核、
マラリアの三大感染症対策に資金を提供する機関。
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は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
新
た
な
脅
威
も

迫
っ
て
い
る
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
。
日

本
で
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
な

じ
み
が
薄
い
病
気
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
「
三
大
感
染
症
」
に
代
表
さ
れ
る
感
染
症

は
、
開
発
途
上
国
の
人
々
に
と
っ
て
は
日
常
の

脅
威
―
。
今
こ
う
し
て
い
る
間
も
、
生
死
の
境

を
さ
ま
よ
い
、
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
る
。

　
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
高
熱
で
苦
し
む
子
ど
も
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
感
染
し
た
母
子
、
う
す
暗

い
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
う
ず
く
ま
る
患
者
…
。
途

上
国
の
〝
象
徴
〞
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
、
日
本

に
い
な
が
ら
も
そ
ん
な
写
真
や
映
像
を
よ
く
目

に
す
る
。
普
段
の
生
活
か
ら
は
〝
非
日
常
〞
と

も
見
え
る
姿
を
見
て
、
心
を
痛
め
て
い
る
人
も

少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

救
わ
れ
る
べ
き
命
が

奪
わ
れ
る
現
実
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医療施設が整備されてい
ない地域では、適切なタイ
ミングで治療を受けられな
い人も多い

古くから多くの人の命を脅かしてきた感染症。
実は、適切なタイミングで対応できれば、予防や治療が可能なものも多い。

今、この瞬間も、その病に苦しんでいる人々のために―。
国境を超えて広がる感染症に、国際社会が一丸となって立ち向かう。

守られるべき命

うとするものです。
　日本では戦前から雇用者と被雇用者、そして
国民が負担を分け合い、病気になった時の経済
的負担に備えるための公的な健康保険制度づく
りが進められてきました。1961年にはすべての
国民がカバーされるようになり、日本は世界に
誇れる健康社会をつくり上げてきたのです。経
済事情も異なる途上国に日本の制度をそのまま
適用することは不可能ですが、こうした経験を
共有していくことは重要です。
　2015年にミレニアム開発目標（MDGs）の達
成期限を控え、国際保健業界は岐路に立たされ
ています。UHCの実現とそれを持続させること
は、国際社会にとって新たな挑戦です。日本が
この動きをリードし、“誰でも、どこでも、いつで
も”の保健医療サービスの普及に貢献していき
たいと考えています。

本人の平均寿命が80歳を超えて久しい
ですが、開発途上国ではいまだ年間約

690万人が5歳の誕生日を迎えることができま
せん。その原因の上位を占めているのが感染
症。国を支える人材が若くして失われていくこと
は、その国の発展にも大きく影響します。
　国際社会は長年にわたり、途上国の保健医
療サービスの充実を支援してきましたが、まだ十
分とは言えません。そこでこの数年、新たなキー
ワードとして重視されているのが「ユニバーサ
ル・ヘルス・カバレッジ（UHC）」。すべての人々
が、可能な範囲の負担で、必要とする保健医療
サービスをいつでも受けられるよう、途上国の
保健財政の持続性も含めて体制の改善を図ろ

日

“誰でも、どこでも、いつでも”の保健医療サービス
「ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ」の実現を目指して

JICA 客員専門員
石井 羊次郎

三大感染症で命を落とす人
（HIV／エイズ、結核、マラリア）

特 集　感染症

栄養失調とはしかで入院する母子。抵抗力
が落ちている時は感染症にもかかりやすい。
蚊帳はマラリアを予防する必須アイテムだ
（撮影：渋谷敦志）

■ 1人当たりの医療費（2011年）

　
最
終
的
な
目
標
は
、
そ
の
国
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
を
生
み
出

し
、
現
地
の
人
た
ち
が
自
身
の
力
で
支
え
て
い

け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
の

保
健
省
や
自
治
体
、
国
連
、
援
助
機
関
、
民
間

企
業
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
病
院

の
建
設
や
資
機
材
の
供
与
か
ら
、
予
防
や
治
療

を
効
果
的
に
進
め
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
人
材

育
成
ま
で
、地
道
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
。

　「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
。
現
場

に
い
る
私
た
ち
の
願
い
は
そ
れ
だ
け
で
す
」
と

仲
佐
医
師
。
守
ら
れ
る
べ
き
命
の
た
め
に
―
。

そ
の
思
い
が
力
と
な
り
、
感
染
症
に
打
ち
勝
つ

た
め
の
道
筋
が
今
、
少
し
ず
つ
切
り
開
か
れ
つ

つ
あ
る
。

感染症の診断には血液や便
などの検査が必要となる

年間約325万人

特集 感染症
守られるべき命

編集協力：独立行政法人国立国際医療研究センター 国際医療協力局　仲佐保・国際派遣センター長
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※各国政府や民間財団、企業などから大規模な資金を調達し、開発途上国でのＨＩＶ／エイズ、結核、
マラリアの三大感染症対策に資金を提供する機関。




